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聖霊降臨節第 13 主日               No. 35 
 

主日礼拝    

 

前奏 ｢世界中の父や母を｣ 

(R.ヴォーンウィリアムス) 
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞 

あなたがたがわたしを選んだのではない。わたしが

あなたがたを選んだ。あなたがたが出かけて行って

実を結び、その実が残るようにと、また、わたしの名

によって父に願うものは何でも与えられるように

と、わたしがあなたがたを任命したのである。 互い

に愛し合いなさい。これがわたしの命令である。」 

       (ヨハネによる福音書 15:16、17) 

 

頌栄  27 「父・子・聖霊」 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

リタニー 「神の家族」 

司式者：神さまは、天と地とそれに満ちている 

    すべてのものをつくり、 

わたしたちを愛し、生かしてくださいます。 

みんな：神さま、ありがとうございます。 

司式者：神さまは、赤ちゃんからお年寄りまで 

主の教会に招き入れてくださいます。 

みんな：神さま、ありがとうございます。 

司式者：神さまは、一人ひとりにちがった賜物を 

くださり、 

こどももおとなも共に、神の家族として 

育ててくださいます。 

みんな：神さま、ありがとうございます。 

司式者：わたしたちは、年を重ねていく中で、 

    喜びのときだけでなく、苦しみや悲しみ、 

弱さの中にも 

神さまの深い恵みが込められていること 

に気づかされます。 

みんな：神さま、ありがとうございます。 

一 同：神の家族として、どんなときにも互いに 

     愛し合い、 

     神さまの御名をあがめるものとしてください。 
 

賛美 4-1,4「世にあるかぎりの」 
 

 

 
 
 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



聖書 マタイによる福音書 12：43～50  
新約(新共同訳)P23～P24 

 

43「汚れた霊は、人から出て行くと、砂漠をうろ

つき、休む場所を探すが、見つからない。 44 そ

れで、『出て来たわが家に戻ろう』と言う。戻っ

てみると、空き家になっており、掃除をして、整

えられていた。 45 そこで、出かけて行き、自分

よりも悪いほかの七つの霊を一緒に連れて来て、

中に入り込んで、住み着く。そうなると、その人

の後の状態は前よりも悪くなる。この悪い時代の

者たちもそのようになろう。」 

46 イエスがなお群衆に話しておられるとき、その

母と兄弟たちが、話したいことがあって外に立っ

ていた。 47 そこで、ある人がイエスに、「御覧

なさい。母上と御兄弟たちが、お話ししたいと外

に立っておられます」と言った。 48 しかし、イ

エスはその人にお答えになった。「わたしの母と

はだれか。わたしの兄弟とはだれか。」 49 そし

て、弟子たちの方を指して言われた。「見なさ

い。ここにわたしの母、わたしの兄弟がいる。  

50 だれでも、わたしの天の父の御心を行う人が、

わたしの兄弟、姉妹、また母である。」 

 

賛美 161「見よ、主の家族が」 

 
 

 
 

説教  「新しい家族へ」 

 

賛美 480「新しい時をめざし」 

 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 

 

アーメン 

 
 

後奏 ｢フーガ ト長調｣ (J.S.バッハ) 
 

司 式 福原 之織 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 玉理 照子 

 

※お立ちになるのが困難な方は、座ったままで礼拝をお守り下さい。 

 


